
【
質
問
】
贅
車
が
有
料
に
な
る
と
聞
き
ま

し
た
。
本
当
で
し
ょ
う
か
。露

歳
、
無
職
女
性
)

救
急
出
動
の
有
料
化

面
答
決
定
さ
れ
た
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
検
討
さ

れ
て
い
る
の
は
本
当
で
す
。
 
5

月
の
財
政
制
度
等
審
議
会
で
、

財
務
省
が
示
し
た
案
の
中
に

「
軽
症
の
場
合
の
有
料
化
な
ど

を
検
討
す
べ
き
で
な
い
か
」
と

明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

消
防
庁
に
ょ
る
と
、
 
2
0
1

3
年
の
終
車
の
出
動
件
数

は
約
 
5
9
1
 
万
件
、
搬
送
人

易
5
3
4
万
人
と
過
去
最

多
を
巽
し
ま
し
た
。
高
齢
者

が
占
め
る
割
合
は
年
々
増
加
し
、

3
%
と
な
り
ま
し
た
。

黒
制
、
戻

グ
琴
徒
導
入
箭
適
正
利
用
芦
毛

出
動
件
数
を
事
故
種
別
に
見

る
と
、
^
病
^
^
3
7
2
 
^

件
(
飴
・
ー
%
)
で
最
多
。
一

般
負
傷
約
部
万
件
(
N
・
4
%
)
、

交
通
事
故
約
認
万
件
(
9

ー
%
)
と
続
き
、
こ
れ
ら
上

位
三
つ
で
全
体
の
約
即
%
を

占
め
ま
す
。
こ
の
W
年
間
で
見

る
と
、
急
病
が
増
え
、
交
通
事

故
隈
っ
て
き
て
い
ま
す
。

疾
病
程
度
別
の
饗
人
員
の

構
成
比
は
軽
症
四
・
 
9
%
、

中
等
症
諦
・
 
5
%
、
重
症
 
8

鳥

大
き
い
の
は
繊
先
を
見
つ

け
る
の
に
時
間
が
か
か
っ
た
ほ

か
、
終
臂
が
現
場
で
顎

^
置
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
も
そ
の
要
因
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

憙
臂
が
窯
処
置
を
し

た
傷
病
者
は
全
体
の
町

3
%
に
上
り
ま
す
。
そ
の
中

劃

=謡

Ξ

9
%
、
死
亡
 
1
・
 
5
%
。
軽
症

は
横
ば
い
、
中
等
度
が
増
加
、

重
症
は
撃
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

通
報
か
ら
現
場
到
着
ま
で
の

時
間
は
平
均
 
8
 
・
 
5
 
分
で
、

W
年
前
に
比
べ
 
2
 
・
 
3
分
延

び
ま
し
た
。
さ
ら
に
病
院
収
容

ま
で
の
時
間
は
諦
・
 
3
分
で
、

9
 
・
 
9
 
分
延
び
ま
し
た
。
病

院
収
容
ま
で
の
時
間
の
延
び
が

多

な
い
も
の
と
な
つ
て
き
ま
し
た

が
、
出
動
は
限
界
に
近
づ
き
つ

つ
ぁ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

政
府
は
軽
症
を
有
料
化
す
る

こ
と
寝
急
車
の
出
動
を
減
ら

せ
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
が
、

疾
病
程
度
を
当
事
者
が
僻
す

る
の
は
非
常
に
困
難
で
す
。
有

料
と
な
っ
た
た
め
に
救
急
車
を

呼
ぶ
の
を
た
め
ら
い
、
救
え
る

命
が
救
え
な
く
な
る
場
合
が
出

て
き
ま
す
。
軽
症
の
有
料
化
に

は
賛
成
で
き
ま
せ
ん
が
、
中
に

は
明
ら
か
に
驚
車
を
要
請
す

る
必
要
が
な
い
と
思
わ
れ
る

ケ
ー
ス
も
数
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

慧
車
や
贅
医
療
は
命
を

守
る
た
め
の
限
り
あ
る
大
切
な

資
源
で
す
。
有
料
に
な
り
困
る

の
は
、
い
ざ
本
当
に
救
急
車
を

必
要
と
す
る
人
た
ち
で
す
。
皆

さ
ん
も
幾
車
の
適
正
な
利
用

に
つ
い
て
考
え
て
み
て
く
だ
さ

(
県
医
師
会
)

0

い

=

心

ノ
、

で
、
救
命
^
急
士
ら
が
行
っ
た

救
命
処
置
(
輪
動
器
具
を

用
い
た
気
管
道
確
保
、
静
脈
路

確
保
、
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
投
与
)

は
約
玲
万
件
で
、
山
年
度
の
約

2
 
・
 
4
倍
に
炉
田
加
。
病
院
搬

穫
の
幣
率
の
改
善
に
大
き

く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

慧
車
は
人
命
を
守
る
た
め

に
ま
す
ま
す
欠
く
こ
と
が
で
き

恐
ル

ン,

^

き^
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平成27年11月23日朝刊より転載》
※新聞記事のレイアウトを一部変更しております。
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の質問
ノ、、療制この欄では県医師会が医 般三E

乍重兄コヨ乏Eど士'「二)^'
知にお答えします。質問希 りたいt方の は=の

内容を分かりゃすくまとめ、〒852-8601、長崎市茂 長崎里町 1の

部「医療制度Q&A」係までお送りください。不明な小所聞社生活文化 な不
合がありますので住所、氏名、年歯令、性別、電ヨ舌番号ををお聞きする場 万'

い。なお、直接本ノ＼への回答はいたしません。明記してくださ
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